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新郷瀬川
文化会館

変電所

羽黒駅

朝日

楽田駅

田県神社前駅

団地

ｽﾊﾟｰ

楽田城跡（小学校入口）

大県 神社

永泉禅寺

楽田城北の門石仏群

楽田 追分
石仏群

五里塚舊跡

八幡林
野呂塚

五條川

羽黒城跡興禅寺

磨墨塚
入鹿洪水溺死霊群 塚

観音寺

馬頭観音、道標

天道宮神明社

福昌寺、石仏群

虫鹿神社前原

五郎丸

諸鑽神社

道標

田県～前原
木曽街道4

大県神社
別名 二の宮大明神　,祭神：邇波縣君祖大荒田命

創建 垂仁天皇27年、以後何度か再建、現在の
社殿は1660年徳川光友が再建。

祭神 建身名方命
延暦年間に土賊討伐のために諏訪大明神を

勧請し成功したとのいわれあり。

青塚古墳

稲置 街道

森長可の家臣野呂助衛門討死の地

天正12年(1584)小牧長久手の戦い前哨戦の地

臨済宗妙心寺派寺院、本尊釈迦如来
天文元年(1532)泰秀宗韓和尚開山。

清水御門から五里の一里塚

境内に入鹿池決壊で流出した巨石あり

梶川弥三郎高盛の居城。小牧長久手の戦いで
秀吉軍本陣、10万？の拠点となるが、その後廃城。

羽黒城跡

小牧長久手の戦いのとき秀吉の砦となり、堀尾茂助、
山内一豊が守る。その後廃城。城屋敷古墳。

入鹿池決壊明治元年五月朝日地区被害甚大。

承安4年梶原平三景時の開基により
真言宗光善寺として開山、梶原氏の没落とともに荒廃。

臨済宗妙心派妙国山興禅寺

臨済宗妙心派鶴棲山
入鹿村に開創したが寛永11年村民ともに移転。

安閑天皇の勅願奥入鹿村の天道山に建立
されたが入鹿池築造により移転。

馬頭観音

築造5世紀前半全長119.5ｍ前方後円墳

断夫山古墳に次いで県下2番目の大きさ

犬山城へ

野呂塚

犬山駅へ

天道宮神明社楼門

名
鉄
小
牧
線

永泉禅寺

、桃山時代の建築様式を残す。

室町時代の武将、織田久長の築城、その後犬山
織田信清の城、その後、信長が奪い取り、

勝部の桝

泰秀和尚は沢彦和尚に印可を与えた人。
沢彦和尚、井ﾉ口→岐阜城名称変更提言。

庄屋田中家

羽黒、朝日中心に死者941人、流失家屋807軒。

本堂、山門、鐘楼流失。本堂のみ再建。

合戦橋
豊臣方森長可 が八幡林で敗れ

敗走中、徳川方に追いつかれ合戦。

左きそみち 、右やまみち

八幡林の戦い

豊臣方森長可と徳川方酒井忠次、榊原康政、
奥平信昌が戦い、豊臣方敗れる。

楼門県指文化財

白雲寺廃寺

天道宮の神宮寺寛永10年(1633)

天道宮神明社

境内に梶原景時夫妻と伝えられる五輪塔がある。
その後、梶原景親の末孫景義によって再興される 。

天平１９年(747)聖武天皇勅願で行基が
現岐阜市高洞に創建、承平7年(937)戦火
に遭い現在地に移転。

興禅寺

磨墨塚

入鹿村に535年安閑天皇の屯倉が置かれる 。

荒神川

石仏群

前原橋

高
架

磨墨は源頼朝が梶原景時に与えた名馬、
梶原景時孫の豊丸（景親）が乳母の生地の
この地に逃れ住み、名馬の墓を造る。

入鹿池

寛永8年着工、9年(1933)完成.。周囲16km。
農業用水池としては日本2-3番目。
明治元年決潰。未曽有の災害をもたらした、

人口増加、浪人増加→新田開発推進。

万願寺

朝日橋
建仁元年(1201)梶原景時の孫豊丸（後景親）が乳母
お隅、家臣と共にお隅の生地、羽黒に逃れ来てこの地
館を構える。孫景義は本能寺の変で殉死。梶原家絶える。

 


